
JP  6581365  B2  2019.9.25

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　橋台および土工部の上に設置された底版と、橋梁の端部から土工部側へ延びて前記底版

の上を摺動する延長床版とのすべり面構造であって、

　前記底版と前記延長床版との間に配置された摺動性を有するゴム板を備え、

　前記延長床版の下面には、前記ゴム板の板厚より小さい高さの段差面が互いに対向して

一対形成されており、

　前記ゴム板は、前記延長床版の下面に形成された一対の前記段差面の間に配置されてお

り、

　前記底版と前記延長床版との間に前記ゴム板が配置されることによって形成される前記

底版と前記延長床版との隙間に、発泡ポリエチレン板からなり、当該隙間を塞ぐ、前記ゴ

ム板の抜け防止部材が配置されている

　ことを特徴とする底版と延長床版とのすべり面構造。

【請求項２】

　橋台および土工部の上に設置された底版と、橋梁の端部から土工部側へ延びて前記底版

の上を摺動する延長床版とのすべり面構造であって、

　前記底版と前記延長床版との間に配置された摺動性を有するゴム板を備え、

　前記延長床版の下面には、前記ゴム板の板厚より小さい高さの段差面が互いに対向して

一対形成されており、

　前記ゴム板は、
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　 前 記 延 長 床 版 の 下 面 に 形 成 さ れ た 一 対 の 前 記 段 差 面 の 間 に 配 置 さ れ 、 上 下 方 向 に 積 み 重

ね ら れ た 第 一 の ゴ ム 板 お よ び 第 二 の ゴ ム 板 を 有 し 、

　 前 記 第 一 の ゴ ム 板 は 、

　 前 記 底 版 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 二 の ゴ ム 板 よ り 摩 擦 係 数 が 低 く 、

　 前 記 第 二 の ゴ ム 板 は 、

　 前 記 延 長 床 版 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 一 の ゴ ム 板 よ り 弾 性 係 数 が 低 く 、 か つ 前 記 段 差 面 の

高 さ よ り 小 さ い 板 厚 を 有 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 底 版 と 延 長 床 版 と の す べ り 面 構 造 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 底 版 と 延 長 床 版 と の す べ り 面 構 造 で あ っ て 、

　 前 記 ゴ ム 板 は 、 硬 質 ゴ ム で 形 成 さ れ て い る

　 こ と を 特 徴 と す る 底 版 と 延 長 床 版 と の す べ り 面 構 造 。

【 請 求 項 ４ 】

　 橋 台 お よ び 土 工 部 の 上 に 設 置 さ れ た 底 版 と 、 橋 梁 の 端 部 か ら 土 工 部 側 へ 延 び て 前 記 底 版

の 上 を 摺 動 す る 延 長 床 版 と の す べ り 面 構 造 の 構 築 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 延 長 床 版 の 下 面 に 互 い に 対 向 し て 形 成 さ れ た 一 対 の 段 差 面 の 間 に 、 当 該 段 差 面 の 高

さ よ り 大 き い 板 厚 の 摺 動 性 を 有 す る ゴ ム 板 を 配 置 し て 、 当 該 ゴ ム 板 を 前 記 底 版 と 接 触 さ せ

る こ と に よ り 、 前 記 底 版 と 前 記 延 長 床 版 と の す べ り 面 を 形 成 し 、

　 前 記 底 版 と 前 記 延 長 床 版 と の 間 に 前 記 ゴ ム 板 が 配 置 さ れ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 前 記

底 版 と 前 記 延 長 床 版 と の 隙 間 に 、 発 泡 ポ リ エ チ レ ン 板 か ら な る 前 記 ゴ ム 板 の 抜 け 防 止 部 材

を 配 置 し て 、 当 該 隙 間 を 塞 ぐ

　 こ と を 特 徴 と す る 底 版 と 延 長 床 版 と の す べ り 面 構 造 の 構 築 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 橋 台 お よ び 土 工 部 の 上 に 設 置 さ れ た 底 版 と 、 橋 梁 の 端 部 か ら 土 工 部 側 へ 延 び て 前 記 底 版

の 上 を 摺 動 す る 延 長 床 版 と の す べ り 面 構 造 の 構 築 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 延 長 床 版 の 下 面 に 互 い に 対 向 し て 形 成 さ れ た 一 対 の 段 差 面 の 間 に 、 当 該 段 差 面 の 高

さ よ り 大 き い 板 厚 の 摺 動 性 を 有 す る ゴ ム 板 を 配 置 し て 、 当 該 ゴ ム 板 を 前 記 底 版 と 接 触 さ せ

る こ と に よ り 、 前 記 底 版 と 前 記 延 長 床 版 と の す べ り 面 を 形 成 し 、

　 前 記 ゴ ム 板 は 、 上 下 方 向 に 積 み 重 ね ら れ た 第 一 の ゴ ム 板 お よ び 第 二 の ゴ ム 板 を 有 し 、

　 前 記 第 一 の ゴ ム 板 は 、 前 記 底 版 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 二 の ゴ ム 板 よ り 摩 擦 係 数 が 低 く 、

　 前 記 第 二 の ゴ ム 板 は 、 前 記 延 長 床 版 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 一 の ゴ ム 板 よ り 弾 性 係 数 が 低

く 、 か つ 前 記 段 差 面 の 高 さ よ り 小 さ い 板 厚 を 有 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 底 版 と 延 長 床 版 と の す べ り 面 構 造 の 構 築 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 橋 台 お よ び 土 工 部 の 上 に 設 置 さ れ た 底 版 と 、 橋 梁 の 端 部 か ら 土 工 部 側 へ 延 び

て 底 版 上 を 摺 動 す る 延 長 床 版 と の す べ り 面 構 造 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 橋 台 お よ び 土 工 部 の 上 に 底 版 を 設 置 す る と と も に 、 橋 台 の 端 部 か ら 土 工 部 側 へ 延

び て 、 こ の 底 版 の 上 を 摺 動 す る 延 長 床 版 を 設 置 し て 、 橋 梁 を 土 工 部 に 伸 縮 自 在 に 連 結 す る

フ ィ ン ガ ー ジ ョ イ ン ト 等 の 伸 縮 装 置 の 設 置 位 置 を 、 橋 梁 と 橋 台 と の 遊 間 部 か ら 土 工 部 側 に

移 す こ と に よ り 、 車 両 走 行 時 に こ の 遊 間 部 か ら 発 生 す る 騒 音 、 振 動 等 を 低 減 す る 対 策 が 行

わ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 施 工 コ ス ト の 低 減 お よ び 橋 梁 の 耐 久 性 向 上 を 図 る こ と が で き る 橋 台 付

近 の 接 合 構 造 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 接 合 構 造 で は 、 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト に よ っ て 橋 台

お よ び 土 工 部 の 上 に 底 版 を 構 築 す る 。 ま た 、 延 長 床 版 の す べ り 面 を 構 成 す る 鋼 板 を 底 版 の

上 に 設 置 す る と と も に 、 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト に よ っ て こ の 鋼 板 の 上 に 延 長 床 版 を 構 築 す
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る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ２ ７ ５ ４ １ ２ 号

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 特 許 文 献 １ に 記 載 の 接 合 構 造 で は 、 延 長 床 版 の す べ り 面 を 鋼 板 で 構 成 し て い る 。 こ の た

め 、 延 長 床 版 の す べ り 面 が 舗 装 面 か ら の 雨 水 の 浸 入 に よ っ て 腐 食 す る 可 能 性 が あ る 。 ま た

、 車 両 走 行 等 に よ る 橋 梁 の 振 動 に よ っ て 延 長 床 版 が 上 下 動 し 、 こ れ に よ り 、 延 長 床 版 が 底

版 の 端 部 と 衝 突 し て 底 版 の 角 欠 け が 生 じ る 可 能 性 が あ る 。 さ ら に 、 鋼 板 は 重 く 、 設 置 に 大

型 の 機 械 等 が 必 要 と な り 、 施 工 性 が 悪 い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 施 工 性 に 優 れ 、 か つ 耐 久

性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 、 底 版 と 延 長 床 版 と の す べ り 面 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 で は 、 底 版 お よ び 延 長 床 版 の 少 な く と も 一 方 に 、 摺

動 性 を 有 す る ゴ ム を 用 い て す べ り 面 を 構 成 す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 例 え ば 、 本 発 明 の 一 態 様 は 、 橋 台 お よ び 土 工 部 の 上 に 設 置 さ れ た 底 版 と 、 橋 梁 の 端 部 か

ら 土 工 部 側 へ 延 び て 前 記 底 版 の 上 を 摺 動 す る 延 長 床 版 と の す べ り 面 構 造 で あ っ て 、

　 前 記 底 版 と 前 記 延 長 床 版 と の 間 に 配 置 さ れ た 摺 動 性 を 有 す る ゴ ム 板 を 備 え 、

　 前 記 延 長 床 版 の 下 面 に は 、 前 記 ゴ ム 板 の 板 厚 よ り 小 さ い 高 さ の 段 差 面 が 互 い に 対 向 し て

一 対 形 成 さ れ て お り 、

　 前 記 ゴ ム 板 は 、 前 記 延 長 床 版 の 下 面 に 形 成 さ れ た 一 対 の 前 記 段 差 面 の 間 に 配 置 さ れ て お

り 、

　 前 記 底 版 と 前 記 延 長 床 版 と の 間 に 前 記 ゴ ム 板 が 配 置 さ れ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 前 記

底 版 と 前 記 延 長 床 版 と の 隙 間 に 、 発 泡 ポ リ エ チ レ ン 板 か ら な り 、 当 該 隙 間 を 塞 ぐ 、 前 記 ゴ

ム 板 の 抜 け 防 止 部 材 が 配 置 さ れ て い る 。

　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 態 様 は 、

　 橋 台 お よ び 土 工 部 の 上 に 設 置 さ れ た 底 版 と 、 橋 梁 の 端 部 か ら 土 工 部 側 へ 延 び て 前 記 底 版

の 上 を 摺 動 す る 延 長 床 版 と の す べ り 面 構 造 で あ っ て 、

　 前 記 底 版 と 前 記 延 長 床 版 と の 間 に 配 置 さ れ た 摺 動 性 を 有 す る ゴ ム 板 を 備 え 、

　 前 記 延 長 床 版 の 下 面 に は 、 前 記 ゴ ム 板 の 板 厚 よ り 小 さ い 高 さ の 段 差 面 が 互 い に 対 向 し て

一 対 形 成 さ れ て お り 、

　 前 記 ゴ ム 板 は 、

　 前 記 延 長 床 版 の 下 面 に 形 成 さ れ た 一 対 の 前 記 段 差 面 の 間 に 配 置 さ れ 、 上 下 方 向 に 積 み 重

ね ら れ た 第 一 の ゴ ム 板 お よ び 第 二 の ゴ ム 板 を 有 し 、

　 前 記 第 一 の ゴ ム 板 は 、

　 前 記 底 版 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 二 の ゴ ム 板 よ り 摩 擦 係 数 が 低 く 、

　 前 記 第 二 の ゴ ム 板 は 、

　 前 記 延 長 床 版 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 一 の ゴ ム 板 よ り 弾 性 係 数 が 低 く 、 か つ 前 記 段 差 面 の

高 さ よ り 小 さ い 板 厚 を 有 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ こ で 、 摺 動 性 を 有 す る ゴ ム 板 と し て 、 例 え ば 硬 質 ゴ ム 製 の ゴ ム 板 が 用 い ら れ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 で は 、 摺 動 性 を 有 す る ゴ ム 板 を 用 い て 、 底 版 と 延 長 床 版 と の す べ り 面 を 構 成 し て
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い る た め 、 す べ り 面 が 舗 装 面 か ら の 雨 水 の 浸 入 に よ っ て 腐 食 す る こ と は な い 。 ま た 、 ゴ ム

板 は 鋼 板 に 比 べ て 軽 い 。 こ の た め 、 板 厚 を 大 き く し て 、 延 長 床 版 と 底 版 と の 隙 間 を 大 き く

す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 橋 梁 の 振 動 に よ る 延 長 床 版 の 上 下 動 の 際 に 、 延 長 床 版 が 底

版 の 端 部 と 衝 突 す る 可 能 性 を 低 減 し て 、 底 版 の 角 欠 け を 防 止 で き る 。 さ ら に 、 ゴ ム 板 は 鋼

板 に 比 べ て 施 工 が 容 易 で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 施 工 性 に 優 れ 、 か つ 耐 久 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 、

底 板 と 延 長 床 版 と の す べ り 面 構 造 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 底 版 と 延 長 床 版 と の す べ り 面 構 造 の 概 略 断

面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 す す べ り 面 構 造 の Ａ 部 拡 大 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ に 示 す す べ り 面 構 造 の 変 形 例 の Ａ 部 拡 大 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 １ に 示 す す べ り 面 構 造 の 変 形 例 の Ａ 部 拡 大 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 底 版 と 延 長 床 版 と の す べ り 面 構 造 の 概 略 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 示 す る よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 底 版 と 延 長 床 版 と の す べ り 面 構 造 は 、 橋 台 ６ １ お

よ び 土 工 部 ６ ２ の 上 に 形 成 さ れ た 底 版 １ と 、 橋 梁 ６ ３ の 既 設 床 版 ６ ４ に 連 結 さ れ 、 橋 梁 ６

３ の 端 部 か ら 土 工 部 ６ ２ 側 へ 延 び る 延 長 床 版 ２ と 、 延 長 床 版 ２ の す べ り 面 と し て 底 版 １ と

延 長 床 版 ２ と の 間 に 配 置 さ れ た 、 摺 動 性 を 有 す る ゴ ム 板 ３ と 、 ゴ ム 板 ３ の 延 長 床 版 ２ か ら

の 抜 け 落 ち を 防 止 す る 抜 け 防 止 部 材 ４ と 、 を 備 え て 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ゴ ム 板 ３ に は 、 摩 擦 係 数 １ ． ２ 以 下 の 摺 動 性 の よ い も の 、 例 え ば 、 硬 度 ６ ０ ～ ９ ０ 程 度

の 硬 質 ゴ ム が 用 い ら れ る 。 硬 質 ゴ ム は 、 延 長 床 版 の す べ り 面 と し て 従 来 か ら 用 い ら れ て い

る 亜 鉛 め っ き 鋼 板 の 摩 擦 係 数 （ 約 ０ ． ７ ５ ） よ り も 小 さ な 摩 擦 係 数 （ 約 ０ ． ６ ４ ） を 有 し

、 摺 動 性 に 優 れ て い る 。 ま た 、 抜 け 防 止 部 材 ４ に は 、 軽 量 で 加 工 性 の よ い シ ー ト 状 の 樹 脂

部 材 、 例 え ば 、 発 泡 ポ リ エ チ レ ン 板 が 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 ２ は 、 図 １ に 示 す す べ り 面 構 造 の Ａ 部 拡 大 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 示 す る よ う に 、 延 長 床 版 ２ の 下 面 ２ １ に は 、 ゴ ム 板 ３ の 板 厚 Ｔ ２ よ り 小 さ い 高 さ Ｔ １

を 有 し 、 互 い に 対 向 す る 段 差 面 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ を 有 す る 一 対 の せ ん 断 キ ー ２ ３ が 、 ゴ ム 板

３ の 摺 動 方 向 （ 例 え ば 、 伸 縮 装 置 ５ の 伸 縮 方 向 ） に こ の ゴ ム 板 ３ の 摺 動 方 向 の 長 さ と 略 同

じ 間 隔 Ｄ を あ け て 形 成 さ れ て い る 。 ゴ ム 板 ３ は 、 こ の 一 対 の せ ん 断 キ ー ２ ３ の 段 差 面 ２ ２

ａ 、 ２ ２ ｂ の 間 に 配 置 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 延 長 床 版 ２ に 対 す る 相 対 的 な 移 動 が 制 限

さ れ て 延 長 床 版 ２ に 固 定 さ れ る と と も に 、 ゴ ム 板 ３ の 下 面 が 延 長 床 版 ２ の 下 面 か ら 突 出 し

て 底 版 １ の 上 面 と 接 触 す る 。 こ の た め 、 延 長 床 版 ２ の 移 動 に 伴 い 、 ゴ ム 板 ３ が 底 版 １ の 上

面 を 摺 動 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 延 長 床 版 ２ の 下 面 か ら 突 出 し た ゴ ム 板 ３ の 摺 動 方 向 の 両 側 に 形 成 さ れ る 底 版 １ と

延 長 床 版 ２ と の 隙 間 に は 、 こ の 隙 間 を 塞 ぐ 抜 け 防 止 部 材 ４ が そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。 こ

れ に よ り 、 延 長 床 版 ２ と 底 版 １ と の 間 か ら ゴ ム 板 ３ が せ ん 断 キ ー ２ ３ の 段 差 面 ２ ２ ａ 、 ２

２ ｂ を 越 え て 抜 け 落 ち る の を 防 止 す る と と も に 、 ゴ ム 板 ３ と 底 版 １ と の 摺 動 に よ っ て ゴ ム

板 ３ が 磨 耗 す る こ と に よ り 発 生 す る ゴ ム 粉 体 が 、 底 版 １ と 延 長 床 版 ２ と の 隙 間 か ら 排 出 さ
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れ る の を 防 止 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 な お 、 底 版 １ お よ び 延 長 床 版 ２ は 、 例 え ば 、 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト あ る い は プ レ キ ャ ス

ト コ ン ク リ ー ト の い ず れ に よ り 形 成 さ れ て も よ い 。 ま た 、 底 版 １ と 延 長 床 版 ２ と の す べ り

面 構 造 は 、 例 え ば 、 型 枠 内 に ゴ ム 板 ３ お よ び ゴ ム 板 ３ よ り も 薄 い 抜 け 防 止 部 材 ４ を 所 定 の

レ イ ア ウ ト で 敷 設 し 、 そ の 上 か ら 延 長 床 版 ２ を 打 設 す る こ と に よ り 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 実 施 の 形 態 で は 、 橋 台 ６ １ お よ び 土 工 部 ６ ２ の 上 に 底 版 １ を 配 置 す る と と も に 、 橋 梁

６ ３ の 既 設 床 版 ６ ４ に 連 結 さ れ 、 橋 梁 ６ ３ の 端 部 か ら 土 工 部 ６ ２ 側 へ 延 び る 延 長 床 版 ２ を

底 版 １ の 上 に 配 置 す る こ と に よ り 、 橋 梁 ６ ３ を 土 工 部 ６ ２ に 伸 縮 自 在 に 連 結 す る フ ィ ン ガ

ー ジ ョ イ ン ト 等 の 伸 縮 装 置 ５ の 設 置 位 置 を 、 橋 梁 ６ ３ と 橋 台 ６ １ と の 遊 間 部 ６ ６ か ら 土 工

部 ６ ２ 側 に 移 動 し て い る 。 こ れ に よ り 、 車 両 走 行 時 に こ の 遊 間 部 ６ ６ か ら 発 生 す る 騒 音 、

振 動 等 を 低 減 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 摺 動 性 を 有 す る ゴ ム 板 ３ を 用 い て 延 長 床 版 ２ の す べ り 面 を 構

成 し て い る 。 こ の た め 、 延 長 床 版 ２ の す べ り 面 が 舗 装 面 ６ ５ か ら の 雨 水 の 浸 入 に よ っ て 腐

食 す る こ と は な い 。 ま た 、 鋼 板 の 比 重 が 約 ７ ． ８ で あ る の に 対 し て 、 ゴ ム 板 ３ の 比 重 は 約

１ ． ５ で あ り 、 ゴ ム 板 ３ は 板 厚 Ｔ ２ を 鋼 板 の 倍 に し て も 鋼 板 よ り 軽 く 、 設 置 に 大 型 機 械 等

を 必 要 と せ ず 、 鋼 板 に 比 べ て 施 工 が 容 易 で あ る 。 こ の た め 、 施 工 性 を 向 上 さ せ つ つ 、 ゴ ム

板 ３ の 板 厚 Ｔ ２ を 大 き く し て 、 延 長 床 版 ２ と 底 版 １ と の 隙 間 を 大 き く す る こ と に よ り 、 橋

梁 ６ ３ の 振 動 に よ る 延 長 床 版 ２ の 上 下 動 の 際 に 、 延 長 床 版 ２ が 底 版 １ の 端 部 （ 図 １ の Ｂ 部

） と 衝 突 す る 可 能 性 を 低 減 し て 、 底 版 １ の 角 欠 け を 防 止 で き る 。 ま た 、 延 長 床 版 ２ の 上 下

動 を ゴ ム 板 ３ の 弾 性 力 で 吸 収 す る こ と が で き る の で 、 延 長 床 版 ２ の 上 下 動 に よ る 底 版 １ へ

の 影 響 を 低 減 で き る 。 し た が っ て 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 施 工 性 に 優 れ 、 か つ 耐 久 性 を

向 上 さ せ る こ と が で き る 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 を 提 供 で き る 。 ま た 、 ゴ ム 板 ３ は 鋼 板 に

比 べ て 安 価 で あ る た め 、 施 工 コ ス ト を 低 減 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し た 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 の 範 囲 内 で 数

々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 例 え ば 、 上 記 の 実 施 の 形 態 で は 、 底 版 １ と 延 長 床 版 ２ と の す べ り 面 を 一 枚 の ゴ ム 板 ３ で

形 成 し て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 複 数 枚 の ゴ ム 板 ３ を 、 延 長 床 版 ２ の 摺 動

方 向 あ る い は 摺 動 方 向 と 垂 直 な 方 向 に 配 列 し て 、 す べ り 面 を 構 成 し て も よ い し 、 あ る い は

、 複 数 枚 の ゴ ム 板 ３ を 上 下 方 向 に 積 み 重 ね て 、 す べ り 面 を 構 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 な お 、 複 数 枚 の ゴ ム 板 ３ を 、 延 長 床 版 ２ の 摺 動 方 向 に 所 定 の 間 隔 お き に 、 延 長 床 版 ２ の

摺 動 方 向 に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 沿 っ て 配 置 し 、 底 版 １ と 延 長 床 版 ２ と の す べ り 面 を 構 成 す

る 場 合 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 延 長 床 版 ２ の 下 面 ２ １ に 、 互 い に 対 向 す る 段 差 面 ２ ２ ａ 、 ２

２ ｂ を ゴ ム 板 ３ 毎 に 設 け 、 そ れ ぞ れ の ゴ ム 板 ３ を 、 対 応 す る 段 差 面 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ の 間 に

配 置 し て も よ い 。 そ し て 、 ゴ ム 板 ３ と ゴ ム 板 ３ と の 間 に 形 成 さ れ る 底 版 １ と 延 長 床 版 ２ と

の 隙 間 に 、 抜 け 防 止 部 材 ４ を 配 置 し て も よ い 。 こ の よ う な レ イ ア ウ ト を 採 用 す る こ と に よ

り 、 例 え ば 、 ゴ ム 板 ３ の 変 形 、 ゴ ム 板 ３ の 横 ず れ 等 を よ り 効 果 的 に 低 減 す る こ と が で き る

。 ま た 、 ゴ ム 板 ３ は 、 鋼 板 よ り も 加 工 可 能 が 容 易 で あ る た め 、 こ の よ う な レ イ ア ウ ト を 安

価 に 実 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 複 数 枚 の ゴ ム 板 ３ ａ 、 ３ ｂ を 上 下 方 向 に 積 み 重 ね て 、 延 長 床

版 ２ の す べ り 面 を 構 成 す る 場 合 、 底 版 １ 側 に 配 置 さ れ る 第 一 の ゴ ム 板 ３ ａ の 摩 擦 係 数 を 延

長 床 版 ２ 側 に 配 置 さ れ る 第 二 の ゴ ム 板 ３ ｂ の 摩 擦 係 数 よ り 低 く す る 一 方 、 延 長 床 版 ２ 側 に

10

20

30

40

50



(6) JP  6581365  B2  2019.9.25

配 置 さ れ る 第 二 の ゴ ム 板 ３ ｂ の 弾 性 係 数 を 底 版 １ 側 に 配 置 さ れ る 第 一 の ゴ ム 板 ３ ａ の 弾 性

係 数 よ り 低 く す る こ と が 好 ま し い 。 一 般 に 、 硬 質 ゴ ム は 、 硬 度 （ 弾 性 係 数 ） が 高 い も の ほ

ど 、 摩 擦 係 数 が 低 い 。 そ こ で 、 底 版 １ 側 に 硬 度 の 高 い 第 一 の ゴ ム 板 ３ ａ を 配 置 す る 一 方 、

延 長 床 版 ２ 側 に 硬 度 の 低 い 第 二 の ゴ ム 板 ３ ｂ を 配 置 す る こ と に よ り 、 底 版 １ 側 に 配 置 さ れ

る 第 一 の ゴ ム 板 ３ ａ の 摩 擦 係 数 を 低 く し て 、 底 版 １ に 対 し て 高 い 摺 動 性 を 維 持 し つ つ 、 延

長 床 版 ２ 側 に 配 置 さ れ る 第 二 の ゴ ム 板 ３ ｂ の 弾 性 係 数 を 低 く し て 延 長 床 版 ２ の 上 下 動 を 効

率 よ く 吸 収 し 、 底 版 １ へ の 影 響 を 低 減 で き る 。 こ の 場 合 、 底 版 １ 側 に 配 置 さ れ る 第 一 の ゴ

ム 板 ３ ａ が 、 一 対 の せ ん 断 キ ー ２ ３ の 互 い に 対 向 す る 段 差 面 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ に よ っ て 延 長

床 版 ２ に 固 定 さ れ る よ う に す る た め に 、 延 長 床 版 ２ 側 に 配 置 さ れ る 第 二 の ゴ ム 板 ３ ｂ の 板

厚 Ｔ ３ を 、 段 差 面 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ の 高 さ Ｔ １ よ り 小 さ く す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 上 記 の 実 施 の 形 態 で は 、 ゴ ム 板 ３ の 上 か ら 延 長 床 版 ２ を 打 設 し て 一 対 の せ ん 断 キ

ー ２ ３ の 互 い に 対 向 す る 段 差 面 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ の 間 に ゴ ム 板 ３ を 保 持 さ せ て い る が 、 ゴ ム

板 ３ を 適 当 な 強 度 で 固 定 可 能 で あ れ ば 、 例 え ば 、 接 着 剤 、 ア ン カ ー 等 を 用 い た 他 の 固 定 方

法 に よ っ て 、 延 長 床 版 ２ に ゴ ム 板 ３ を 固 定 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ま た 、 ゴ ム 板 ３ の 表 面 に 、 摩 擦 係 数 を 低 減 さ せ る 表 面 処 理 を 施 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ま た 、 以 上 に お い て は 、 延 長 床 版 ２ 側 に ゴ ム 板 ３ で す べ り 面 を 形 成 し て い る が 、 場 合 に

よ っ て は 、 例 え ば 、 床 版 １ 側 に ゴ ム 板 ３ で す べ り 面 を 形 成 し て も よ い し 、 延 長 床 版 ２ お よ

び 床 版 １ の 双 方 に ゴ ム 板 ３ で す べ り 面 を 形 成 し て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ １ 】

１ ： 底 版 、 　 ２ ： 延 長 床 版 、 　 ３ 、 ３ ａ 、 ３ ｂ ： ゴ ム 板 、 　 ４ ： 抜 け 防 止 部 材 、 　 ５ ： 伸

縮 装 置 、 　 ２ １ ： 延 長 床 版 ２ の 底 面 、 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ ： 段 差 面 、 　 ２ ３ ： せ ん 断 キ ー 、 　

６ １ ： 橋 台 、 　 ６ ２ ： 土 工 部 、 　 ６ ３ ： 橋 梁 、 　 ６ ４ ： 既 設 床 版 、 　 ６ ５ ： 舗 装 面 、 ６ ６

： 遊 間 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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